
切　花　・　鉢　花　の　１　０　月　の　見　通　し

　切　花（愛知名港花き地方卸売市場　　１０月１日現在）

2020年 １，２３０ ５０
実 2021年 １，２５０ ５５

2022年 ９９４ ６６
績 2023年 １，０２５ ７１

2024年 ９４２ ６８

１，０８８ ６１

１，０００ ６５

概
　
要

2020年 ６２１ ３８

実 2021年 ６３０ ３８

2022年 ６４８ ４８

績 2023年 ５３２ ４２

2024年 ４３７ ３５

５７４ ４０

４５０ ３５

概
　
要

2020年 ９３８ ４６

実 2021年 １，１００ ４５

2022年 ９９４ ５４

績 2023年 ９３８ ６０

2024年 １，０４９ ４３

１，００４ ４９

１，０００ ４０

概
　
要

2020年 １０２ １３３

実 2021年 ９０ １４０

2022年 １０３ １７０

績 2023年 ８６ １９１

2024年 １３１ １２６

１０２ １５０

１１０ １３０

概
　
要

2025年見通し

　福島、長野、熊本からの入荷。気温の低下に伴い、高冷地産は減少するが、中下旬か
ら和歌山産、高知産の出荷も始まる。

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

　愛知、長野を中心に入荷。7月からの暑さ、干ばつの影響もあり、品質面、入荷量とも
に不安定。中旬以降少しづつ品質は回復してくるが、入荷量自体は月を通して少ない見
込み。

５ヵ年平均

2025年見通し

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

か
　
す
　
み
　
そ
　
う

　長野、愛知、輸入を中心に入荷。長野産は終盤に近付き、愛知産はスタートは早い
が、例年に比べダラダラと出荷が続く見込み。
　輸入品はハロウィン需要に引っ張られるのと便の不順等で入荷は不安定。

５ヵ年平均

小
　
　
ぎ
　
　
く

品
目

輪
　
　
ぎ
　
　
く 　愛知、長野を中心に入荷。長野産は中旬頃には出荷も終了し、愛知産も出荷量は多く

ないが、中旬以降少しづつ増えてくる見込み。一般需要は少ない時期だけに、葬儀需要
の動きで相場は変動しやすい見込み。

　　　　　区分
実績等

５ヵ年平均

2025年見通し

５ヵ年平均

2025年見通し

単位：千本、円／本
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2020年 ２５６ １８２
実 2021年 ２８０ １７５

2022年 ２１３ ２０９
績 2023年 ２２７ ２２５

2024年 ２０６ １９９

２３６ １９６

２２０ ２００

概
　
要

2020年 ２９８ １００

実 2021年 ３５０ ８０

2022年 ２９２ １２３

績 2023年 ３５９ １１５

2024年 ３００ １０９

３２０ １０５

３００ １１０

概
　
要

2020年 ６６２ ８０

実 2021年 ６８０ ８０

2022年 ７１６ ９８

績 2023年 ６９８ ９４

2024年 ６７８ ８７

６８７ ８８

６８０ ８８

概
　
要

2020年 １，１９８ ５６

実 2021年 １，２００ ５５

2022年 １，２９０ ６４

績 2023年 １，２６５ ６３

2024年 １，２２７ ７４

１，２３６ ６２

１，２００ ７０

概
　
要

2025年見通し

　紅葉シーズンに突入し、赤やオレンジ系の引き合いが強くなる。花木類はサンゴ水
木、紅葉ヒペリカム、油ドウダンなどが始まり、草花類、女郎花、ミシマサイコ、ワレ
モコウなどは徐々に終了していく。高温、干ばつの影響は秋出し物にはあまりないが、
冬出し物に影響が出る可能性もある。

品
目

　　　　　区分
実績等

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヵ年平均

2025年見通し

　愛知、静岡、鹿児島、輸入が入荷する。コチョウランは中旬頃から入荷増え、カトレ
アも増加となる見込み。デンファレも増加傾向で特にアンナが増えてくる。オンシジウ
ムは下位等級中心に増加する。シンピジウムはニュージーランド産が終盤となる。

ば
　
　
　
　
　
ら

５ヵ年平均

2025年見通し

　愛知、岐阜、三重、山形、輸入が入荷する。夏の暑さのダメージが否めないが、中旬
以降上位等級も出てくる。需要は秋のブライダルの色目になり、ハロウィン色などに引
き合いが出てくる見込み。品種にもよるが、全体の入荷は例年並みが予想される。

ゆ
　
　
　
　
り

５ヵ年平均

2025年見通し

　オリエンタルユリは新潟、埼玉、岐阜、愛知、高知、宮崎、北海道からの入荷で中下
旬から西南暖地の出荷もまとまってくる見込み。LA、鉄砲ユリは中旬以降西南暖地産が
増えてくる。

枝
　
　
も
　
　
の

５ヵ年平均

洋
　
　
ら
　
　
ん

単位：千本、円／本
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　鉢　花（愛知豊明花き地方卸売市場　　10月2日現在）

2020年 ２５，１９１ ７６４

実 2021年 １８，０２８ １，１２３

2022年 ２０，２２３ １，０６９

績 2023年 １９，０２３ ９０５

2024年 １８，１７５ ９１２

２０，１２８ ９４３

１８，０００ ９００

概
　
要

2020年 ３４，３２２ ４３７

実 2021年 ３２，９５６ ４４９

2022年 ３０，７７３ ４８５

績 2023年 ２５，６７９ ４４８

2024年 ２２，５１１ ４７８

２９，２４８ ４５８

２１，０００ ４７６

概
　
要

2020年 ５４９，０２６ １８６

実 2021年 ５４２，２８３ １８７

2022年 ６１４，５０２ ２０９

績 2023年 ４９６，１７３ ２１２

2024年 ４１３，０２１ ２１５

５２３，００１ ２０１

４１８，５００ ２１８

概
　
要

品
目

ド
　
ラ
　
セ
　
ナ
　
類

 入荷量は前年より減少か。種苗会社からの苗の供給があり出荷は前年より増えると思っ
たが、７号以上の海外原木での輸入減少が要因。
　また、７号以上の入荷減予想の為、平均単価も減少の見込み。品目では、ユッカ・
マッサンが主でコンシンネが多少増えてくる可能性の見込み。
　前年11月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（57.3％）、２位鹿
児島（12.4％）、３位三重（10.0％）であった。

　　　  区分
実績等

５ヵ年平均

2025年見通し

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

シ
　
ク
　
ラ
　
メ
　
ン

５ヵ年平均

2025年見通し

　入荷量は前年並か。10月上旬までは３号ガーデンシクラメン主体の入荷となるが、中
旬から下旬にかけて４号・５号の入荷が徐々に増え始める。残暑の影響で例年よりも出
荷遅れがやや懸念されるが、相場は例年よりも比較的安定する見込み。
　前年11月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（31.2％）、２位長
野（13.9％）、３位群馬（11.6％）であった。

シ
 
ャ
 
コ
 
バ
 
サ
 
ボ
 
テ
 
ン

５ヵ年平均

2025年見通し

　入荷量は前年より減少か。猛暑の影響で出荷のスタートが１０月からになる物が増え
そうな状況。年々生産には過酷な気象状況となっている為、良質の商品については引き
合いが強めになる見込み。
　前年11月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（56.6％）、２位埼
玉（43.3％）、３位栃木（0.1％）であった。

単位：鉢、円／鉢
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2020年 ２，２２５ １，２６５

実 2021年 ４，９６８ １，４３９

2022年 ３，２７５ １，８０３

績 2023年 ２，６７１ １，６３１

2024年 １，９３３ １，６９３

３，０１４ １，５５９

１，５００ １，６００

概
　
要

2020年 ２６，３２０ ２２９

実 2021年 ２７，９５０ ２２３

2022年 ２６，２１９ ２４２

績 2023年 ２１，０４２ ２６２

2024年 １７，９２４ ２５７

２３，８９１ ２４１

１７，０００ ２６５

概
　
要

2020年 ５１４，６４０ ５５

実 2021年 ５８７，２７８ ５０

2022年 ５２０，５７０ ６３

績 2023年 ４１０，０３９ ６９

2024年 ４０７，８１０ ６７

４８８，０６７ ６０

４００，０００ ６６

概
　
要

2025年見通し

　入荷量は前年より大幅減少か。廃業や減産、転作に伴い生産量は減る見込み。
夏の高温の為、花飛び等の傷みが前年も出ており、残暑の影響を受ける10月は今年もか
なり少ない見込み。
　前年11月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（59.4％）、２位三
重（19.6％）、３位徳島（6.8％）であった。

卸売価格

2025年見通し

　入荷量は前年よりやや減少か。生産状況は暑さの影響もあり良品が減少傾向(ロス増
加）。それに比例し市場も入荷減となる可能性。花鉢・ポット物どちらも八重が比較的
高値となる。先月に続き、山上げ商品も始まり産地、荷主は移動しつつも出荷が切れる
ことは少ない見込み。
　前年11月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位埼玉（60.8％）、２位岐
阜（28.7％）、３位愛知（6.2％）であった。

カ
　
ラ
　
ン
　
コ
　
エ

５ヵ年平均

パ
　
ン
　
ジ
　
ー

前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヵ年平均

2025年見通し

　入荷数量としては前年並かわずかに減少か。例年お盆明け以降も暑さが続き痛みが出
やすいのと、暑さで需要がずれてきているのもあり播種を意図的に遅らせている傾向。
下旬頃にならないと花付き商品は増えてこない見込み。
　前年11月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（23.8％）、２位埼
玉（15.3％）、３位奈良（14.0％）であった。

シ
　
ン
　
ビ
　
ジ
　
ウ
　
ム

５ヵ年平均

品
目

　　　　区分
実績等

入荷量

単位：鉢、円／鉢

10


